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対象とする問題の概要 

ベトナムの一大穀倉地帯であるメコンデルタでは、近年の環境変化が農業システムに大きな影

響を与えている。メコンデルタでは様々な環境変化が起きているが、特に沿岸部を中心に発生し

ている塩水遡上の影響は顕著である。沿岸部やハウ川の最下流部では海面上昇により、塩水遡上

が引き起こされると予想されており、耐塩性のある稲の栽培や、エビの養殖と稲作の二期作とい

った新たな農業モデルや土地利用計画が必要とされている(Tran et al., 2019)。さらに、ベト

ナム政府は、灌漑政策としてコメの生産量の増加と農家の貧困脱却を目標に掲げており(Chu et 

al., 2014)、環境の変化に加え、農産物の市場動向や政策的な要因によりメコンデルタの土地利

用は劇的に変化していくと予想できる。その中で、各地域の環境に適し、かつ農家も十分な収益

を得ることのできる持続可能な農業経営の方法を見つけ出すことが喫緊の課題である。 

 

研究目的 

 メコンデルタの灌漑政策として、コメの生産量の増加と農家の所得の向上が掲げられている

(Chu et al., 2014)。塩水遡上が深刻化する中で、コメの生産量を確保するために淡水の農業用

水路の建設や塩水と淡水を仕切る水門の建設が省政府の主導で進んでいる省がある一方、政府に

よる指導が不十分で、農業経営の在り方が農家に一任されている省も存在する。農家の学歴や年

齢は土地利用の変化に大きく影響し(Hanh et al., 2018)、商品価値の高いエビを違法に養殖す

る農家も少なくない。このように、土地利用の変遷の分析には政策や農家個人レベルの判断も考

慮する必要がある。本活動では、1)衛星画像を用いた広域の土地利用の変遷の分析および 2)フィ

ールドでの省政府や農家での聞き取り調査を行った。それにより、メコンデルタ沿岸部を中心と

する土地利用の変遷の概要を把握することが本研究の目的である。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

 今回の調査は、8 月 15 日から 8 月 22 日までハウザン省、バックリエウ省、ソクチャン省、カ

マウ省、ベンチェ省で行った。 

ハウザン省では、ビニールハウスで室温や湿度を管理する、最新鋭の設備で野菜の水耕栽培お

よび有機栽培を行っている世帯が複数確認できた。このような世帯では、栽培過程で農薬や化学

肥料を使わない「安全野菜」を売りにしていた。ハウザン省はメコンデルタの中心都市であるカ

ントーに隣接しており、都市部の富裕層向けに単価が高く新鮮な「安全野菜」を供給していると

考えられる。実際に、カントーの食料品店では安全野菜専用のコーナーが設けられていた。バッ

クリエウ省およびソクチャン省では、稲作から商品作物の栽培に転換した事例が複数確認できた。

コメの国際価格の低下によりバックリエウ省ではドラゴンフルーツの栽培を、ソクチャン省では

タマネギやロンガンの栽培を行うようになったという。バックリエウ省やソクチャン省より南西

のカマウ省や周囲を河川に囲まれたベンチェ省では、塩水へのアクセスがあるため、稲作からエ



ビの養殖への転換が確認できた。エビの養殖には土壌汚染といった環境汚染のリスクが伴うが、

メコンデルタ最南端のカマウ省沿岸部では、季節に応じてエビ養殖と稲作を交互に行う環境負荷

の少ない技術が確立されている。この方式では、エビ養殖により稲作に必要な養分が土壌に供給

され、稲作により土壌が浄化されエビ養殖により十分な収量を上げられるようになるという相互

補完的な循環が成り立っている。一方、開拓の歴史の浅いメコンデルタ東部のベンチェ省沿岸部

では即効性のある化学肥料の大量投下や、稲作が義務付けられた地域での違法なエビ養殖が横行

するなど、農業生産は技術的にも経営的にも持続可能とはいえない。  

本研究では、メコンデルタ各省において農家の収入増加のための、稲作から商品作物およびエ

ビ養殖への転換の実態と課題を把握することができた。 

 

反省と今後の展開 

  今回の渡航では、8 月中に 8 日間の現地調査を経た後、残りの滞在期間の約 3 か月間をベト

ナム語の習得に専念するという予定であったため、現地調査では通訳を挟んでの調査となった。

調査中、自力でベトナム語での実践的なインタビュー経験を積むことができなかった分、来年度

の調査に向けて農家の方が使うローカルな語彙や話し方を習得しなければならない。 

今回の調査では、問題意識が漠然としておりインタビューで情報を得ながら、事前に立ててお

くべき仮設を検証するプロセスを辿ることができなかった。加えて、インフォーマントの職業や

出自を意識して、その人だからこそ答えられる話を引き出すことができなかったように感じた。

次回の調査までに問題意識を明確にし、様々なインフォーマントを想定した質問を事前に準備す

るように心がける。 

今後の研究対象地域としては、ベンチェ省沿岸部に重きを置いて持続可能な農業経営に関する

調査を行っていきたい。 
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写真 1：塩水遡上を防ぐベンチェ省の水門 

 

 

写真 2：メコンデルタの中心都市カントーの風景 

 


